
 

 
 

 

 

鶏肉は中心部までしっかり加熱して、食べましょう！ 

全国的に，飲食店で生や加熱不十分の鶏肉(鶏タタキ・鶏刺し等)，鶏内臓(鶏レバ刺し等）を食べた

ことによるカンピロバクター食中毒が多発しています。「お店のメニューにある料理だから，大丈夫！」で

はありません。十分に加熱された鶏肉料理（中心部が 75℃１分以上）を安全安心に食べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知市食育推進委員会 発行 
今月の担当 生活食品課 

わたしから始まる高知の食育   
～毎月 19日は「食育の日」～ 

令和７年７月発行 Ｖｏｌ．1６０       


